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～あいさいさん祭り～

発
行▲

愛
西
市
議
会

　編
集▲

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
4
9
6
ー
8
5
5
5 

愛
知
県
愛
西
市
稲
葉
町
米
野
3
0
8
番
地

T
E
L〈
0
5
6
7
〉2
6
ー
8
1
1
1 

F
A
X〈
0
5
6
7
〉2
6
ー
7
1
4
1

令和２年３月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

3月10日（火）午前１０時～・午後７時～

3月11日（水）午前１０時～・午後７時～

　知的障害のある児童生徒が通う学校で、小
学部・中学部・高等部があります。各学年に応
じた教育を行っていますが、それに加えて障害
のある児童生徒の自立を促すために必要な教
育を受けることができるのが大きな特徴です。

Q　教育目標は。
Ａ　ひとりひとりの児童生徒の能力や特性に
応じ、健康な体とたくましい心を育て、明るく
豊かな心情を養い、円満な人格の形成を図る
と共に、生活に必要な知識、技能、態度、習慣
を養い、自立する能力を高めます。
Q　児童生徒は何人ですか。
Ａ　小学部80人、中学部56人、高等部124人
です。
Q　通学エリアは、どこですか。
Ａ　津島市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、
飛島村、愛西市です。愛西市からは、44人が
通学しています。
Q　卒業生の就職は。
Ａ　一般企業に2割ほど、障害福祉サービス事
業所へ8割ほどです。

Q　今後の課題と対応は。
Ａ　昭和54年開校ですので、校舎の老朽化が
激しく、維持管理に苦慮しています。また、在校
生が、それぞれ育ってきた地域とのつながりを、
どう継続できるようにするのかが課題の一つ
です。
　最近では、知的障害に加えて、発達障害の
児童生徒が増加傾向にありますので研修を行
い、日々専門性の向上に努めています。セン
ター的機能を発揮するべく地域の小・中学校
の教員等も対象に教育相談を行っています。

特集 子ども医療費助成拡大へ ………………………

……………………………………
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22取材しました！佐織特別支援学校
イキイキコーナー

一般質問 ～市政を問う～

No.59
2020.2.1

12
月
定
例
会

議論の中から新発見

◯本会議は午前９時３０分から開催します。
◯常任委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

２月 ２７日（木） 本会議（招集日）議案上程

３月　４日（水） 本会議（第２日）一般質問

３月　５日（木） 本会議（第３日）一般質問

３月 １０日（火） 本会議（第４日）議案質疑

３月 １２日（木） 総務文教委員会

３月 １３日（金） 建設福祉委員会

３月 ２３日（月） 本会議（最終日）討論・表決

第３回 愛西ジュニア

第16回取材しました！
　

高校編②
愛知県立佐織特別支援学校
ひとりひとりの自立する能力を高める

　私
た
ち
、議
会
広
報
委

員
は「
議
会
だ
よ
り
」が

「
親
し
み
や
す
く
、わ
か
り

や
す
く
、読
み
や
す
く
」を

モ
ッ
ト
ー
に
毎
号
、改
善

や
工
夫
を
し
な
が
ら
、ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
に
議

会
で
の
出
来
事
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

心
掛
け
て
編
集
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　今
号
で
は
、市
の
文
化

祭
開
催
日
に
広
報
委
員
で

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に「
議
会
だ
よ
り
」

が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
市
政
に
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。
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改
正
の
経
緯
は
。

　
　
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ

る
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
で

き
た
財
源
に
一
般
財
源
を
上

乗
せ
し
て
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
な
る

よ
う
、
今
回
の
一
部
改
正
に

至
っ
た
。

　
　
本
市
に
住
民
票
を
有
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
る
た
め

受
給
で
き
な
い
。
転
入
し
た

日
か
ら
、
年
齢
に
よ
っ
て
医

療
証
の
交
付
や
償
還
払
い
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
拡
大
に
あ
た
り
懸
念
さ

れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
あ
れ

ば
、
対
処
方
法
は
。

　
　
医
療
機
関
に
容
易
に
か

か
っ
た
場
合
、
医
療
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
適
正
受
診
に
つ
い
て
は
、

啓
発
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

特
集
　

議案質疑

在
宅
障
害
者
扶
助
料
の

支
給
要
件
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

議
員
報
酬
に

対
し
て
、議
論
を

し
ま
し
た
。

　
　
65
歳
以
上
の
障
害
認
定

者
の
実
績
は
。

Ａ
　
平
成
30
年
度
で
、
65
歳

以
上
の
新
規
障
害
認
定
者
は
、

１
４
５
人
。
身
体
障
害
者
１

２
７
人
、
精
神
障
害
者
18
人

だ
。

　
　

　
　
新
規
認
定
者
は
、
30
年

度
実
績
で
１
４
５
人
で
あ
る
。

引
き
続
き
扶
助
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
障
害
者
扶
助
全
体
を
見

る
と
、
24
年
度
で
は
、
約
７

億
７
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、

30
年
度
で
は
、
14
億
２
千
万

円
に
増
額
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
今
回
の
改
正
と
し

た
。

　
　
現
在
、
身
体
障
害
者
が

利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

及
び
、
自
己
負
担
額
は
。

　
　
居
宅
介
護
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
就
労
支
援
な
ど
の

利
用
や
車
椅
子
、
義
足
な
ど

の
補
装
具
の
交
付
が
可
能
だ
。

障
害
児
は
、
障
害
発
達
支
援

な
ど
の
障
害
児
通
所
支
援
が

受
け
ら
れ
る
。
自
己
負
担
は
、

原
則
１
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
新
規
認
定
者
を
対
象
外

と
し
な
く
て
も
、
扶
助
料
を

近
隣
自
治
体
並
に
す
る
方
法

も
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
在
宅
障
害
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
利
用
度

な
ど
を
検
討
し
、
扶
助
料
は

既
に
生
活
費
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
回
の
改
正

と
し
た
。

　
令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
、
65
歳
以
上
の
新
た
な
障
害
認

定
者
は
、
扶
助
料
の
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
愛
西
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
議
員

月
額
報
酬
を
改
定
す
る
条
例

が
提
案
さ
れ
議
論
し
ま
し
た
。

審
議
経
過

　
議
案
質
疑
お
よ
び
委
員
会

内
で
議
論
を
重
ね
た
が
、
最

終
日
に
、
一
部
の
議
員
か
ら

こ
の
議
案
に
対
す
る
修
正
動

議
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
修
正
案
の
趣
旨
説
明

後
、
修
正
に
対
す
る
根
拠
や

原
案
が
可
決
さ
れ
た
と
き
の

反
対
議
員
の
対
応
な
ど
、
議

員
間
討
議
を
し
た
。

　
議
論
の
後
、
修
正
案
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

Q

Q Q

Q A

AA

A

議論の中から新発見議論の中から新発見

▲4月からの変更点

▲近隣市町村の状況

●
保
育
無
償
化
で
生
ま
れ
た
財
源
を

　活
用

　
「
愛
西
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
」
に
よ

り
医
療
費
の
支
給
年
齢
を
引
き
上
げ
ま
す
。
15
歳
年
度
末
ま

で
は
完
全
無
償
化
、
18
歳
年
度
末
ま
で
は
入
院
費
は
全
額
、

通
院
費
は
３
分
の
２
を
償
還
払
い
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
新
た
に
現
物
給
付
の
対

象
が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡

充
す
る
こ
と
か
ら
、
3
月
頃

に
0
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
対

象
者
に
対
し
、
15
歳
の
年
度

末
ま
で
の
「
受
給
者
証
」
を

送
付
す
る
。

　
16
歳
か
ら
18
歳
年
度
末
ま

で
の
対
象
者
に
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
拡
大
に
よ
る
償

還
払
い
の
お
知
ら
せ
を
送
付

す
る
。

　
　
本
市
に
住
民
票
が
な
い
場

合
は
受
給
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

本
市
内
に
住
民
票
を
移
動
し
た

場
合
は
対
象
と
な
る
の
か
。

QQ A

Q AA

１５歳年度末まで １８歳年度末まで

○

○

○

○

○

○

○

○
（一部）

○
（所得制限）

ー

ー

ー

ー

○

愛西市

津島市

弥富市

あま市

蟹江町

大治町

飛島村

区分 変更後（4月から）

小学生まで 無償 無償

中学生
入院費：全額

無償化
通院費：2／3

なし
入院費：全額中学校卒業後から

18歳年度末 通院費：2／3

現行（3月まで）

討 

論

年
齢
制
限
は
適
切
だ

　
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
に
よ
り
、
地
域
で
暮

ら
す
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
図
ら
れ
、
当

初
の
扶
助
料
の
目
的
は
概

ね
達
成
で
き
た
。
現
在
、

支
給
対
象
者
の
扶
助
料
は
、

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
お

り
、
劇
的
な
変
更
は
混
乱

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
今

回
、
65
歳
以
上
の
新
規
障

害
者
手
帳
取
得
者
を
対
象

外
と
し
た
判
断
は
適
切
な

措
置
で
あ
る
。

安
易
に
年
齢
で
ラ
イ
ン
を

引
く
な

　
新
た
に
障
害
者
と
な
る

方
全
て
が
、
年
金
支
給
額

が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

障
害
者
と
な
っ
た
方
も
年

齢
に
関
係
な
く
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
生
活
に
か
か

る
費
用
は
同
じ
だ
。
仮
に
、

扶
助
費
の
削
減
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
世
帯
所
得
に
よ

り
判
断
す
べ
き
だ
。
安
易

に
65
歳
と
い
う
年
齢
で
ラ

イ
ン
を
引
く
の
は
不
公
平

だ
。 賛 

成
反 

対

討 

論

答
申
を
尊
重
す
べ
き
だ

　
平
成
２８
年
に
答
申
を
受

け
た
当
時
、
市
の
状
況
を

考
え
、
議
会
の
意
思
で
改

定
を
見
送
っ
た
が
、
今
回

は
、
議
会
か
ら
の
要
請
を

元
に
答
申
が
出
た
。
議
員

定
数
を
削
減
し
、
責
務
も

重
要
に
な
っ
た
。
ま
た
、

県
内
同
規
模
の
市
よ
り
も

低
い
状
況
で
あ
る
。

　
各
委
員
が
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
で
あ
り
、
答
申

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

市
民
負
担
の
中
で
合
意
は

得
ら
れ
な
い

　
合
併
特
例
の
縮
減
を
理

由
に
し
て
、
市
民
生
活
に

負
担
を
か
け
て
い
る
。
合

併
特
例
の
縮
減
が
想
定
よ

り
少
な
い
こ
と
を
答
申
理

由
の
一
つ
と
す
る
な
ら
、

各
種
施
策
の
再
検
討
を
す

べ
き
だ
。
消
費
税
増
税
の

影
響
も
あ
り
、
負
担
の
増

え
た
生
活
の
中
か
ら
支
払

わ
れ
た
税
金
を
議
員
報
酬

の
値
上
げ
に
あ
て
る
こ
と

は
、
市
民
の
合
意
を
得
ら

れ
な
い
。

賛 

成
反 

対

QA

子ども医療費
助成拡大へ
子ども医療費
助成拡大へ
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改
正
の
経
緯
は
。

　
　
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ

る
保
育
の
無
償
化
に
よ
り
で

き
た
財
源
に
一
般
財
源
を
上

乗
せ
し
て
、
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
な
る

よ
う
、
今
回
の
一
部
改
正
に

至
っ
た
。

　
　
本
市
に
住
民
票
を
有
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
る
た
め

受
給
で
き
な
い
。
転
入
し
た

日
か
ら
、
年
齢
に
よ
っ
て
医

療
証
の
交
付
や
償
還
払
い
の

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
拡
大
に
あ
た
り
懸
念
さ

れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。
あ
れ

ば
、
対
処
方
法
は
。

　
　
医
療
機
関
に
容
易
に
か

か
っ
た
場
合
、
医
療
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
適
正
受
診
に
つ
い
て
は
、

啓
発
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

特
集
　

議案質疑

在
宅
障
害
者
扶
助
料
の

支
給
要
件
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

議
員
報
酬
に

対
し
て
、議
論
を

し
ま
し
た
。

　
　
65
歳
以
上
の
障
害
認
定

者
の
実
績
は
。

Ａ
　
平
成
30
年
度
で
、
65
歳

以
上
の
新
規
障
害
認
定
者
は
、

１
４
５
人
。
身
体
障
害
者
１

２
７
人
、
精
神
障
害
者
18
人

だ
。

　
　

　
　
新
規
認
定
者
は
、
30
年

度
実
績
で
１
４
５
人
で
あ
る
。

引
き
続
き
扶
助
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
障
害
者
扶
助
全
体
を
見

る
と
、
24
年
度
で
は
、
約
７

億
７
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、

30
年
度
で
は
、
14
億
２
千
万

円
に
増
額
し
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
今
回
の
改
正
と
し

た
。

　
　
現
在
、
身
体
障
害
者
が

利
用
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

及
び
、
自
己
負
担
額
は
。

　
　
居
宅
介
護
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
就
労
支
援
な
ど
の

利
用
や
車
椅
子
、
義
足
な
ど

の
補
装
具
の
交
付
が
可
能
だ
。

障
害
児
は
、
障
害
発
達
支
援

な
ど
の
障
害
児
通
所
支
援
が

受
け
ら
れ
る
。
自
己
負
担
は
、

原
則
１
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
新
規
認
定
者
を
対
象
外

と
し
な
く
て
も
、
扶
助
料
を

近
隣
自
治
体
並
に
す
る
方
法

も
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
在
宅
障
害
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
利
用
度

な
ど
を
検
討
し
、
扶
助
料
は

既
に
生
活
費
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
回
の
改
正

と
し
た
。

　
令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
、
65
歳
以
上
の
新
た
な
障
害
認

定
者
は
、
扶
助
料
の
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
愛
西
市
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
議
員

月
額
報
酬
を
改
定
す
る
条
例

が
提
案
さ
れ
議
論
し
ま
し
た
。

審
議
経
過

　
議
案
質
疑
お
よ
び
委
員
会

内
で
議
論
を
重
ね
た
が
、
最

終
日
に
、
一
部
の
議
員
か
ら

こ
の
議
案
に
対
す
る
修
正
動

議
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
修
正
案
の
趣
旨
説
明

後
、
修
正
に
対
す
る
根
拠
や

原
案
が
可
決
さ
れ
た
と
き
の

反
対
議
員
の
対
応
な
ど
、
議

員
間
討
議
を
し
た
。

　
議
論
の
後
、
修
正
案
は
、

賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

Q

Q Q

Q A

AA

A

議論の中から新発見議論の中から新発見

▲4月からの変更点

▲近隣市町村の状況

●
保
育
無
償
化
で
生
ま
れ
た
財
源
を

　活
用

　
「
愛
西
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
」
に
よ

り
医
療
費
の
支
給
年
齢
を
引
き
上
げ
ま
す
。
15
歳
年
度
末
ま

で
は
完
全
無
償
化
、
18
歳
年
度
末
ま
で
は
入
院
費
は
全
額
、

通
院
費
は
３
分
の
２
を
償
還
払
い
し
ま
す
。

　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
新
た
に
現
物
給
付
の
対

象
が
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡

充
す
る
こ
と
か
ら
、
3
月
頃

に
0
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
対

象
者
に
対
し
、
15
歳
の
年
度

末
ま
で
の
「
受
給
者
証
」
を

送
付
す
る
。

　
16
歳
か
ら
18
歳
年
度
末
ま

で
の
対
象
者
に
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
拡
大
に
よ
る
償

還
払
い
の
お
知
ら
せ
を
送
付

す
る
。

　
　
本
市
に
住
民
票
が
な
い
場

合
は
受
給
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

本
市
内
に
住
民
票
を
移
動
し
た

場
合
は
対
象
と
な
る
の
か
。

QQ A

Q AA

１５歳年度末まで １８歳年度末まで

○

○

○

○

○

○

○

○
（一部）

○
（所得制限）

ー

ー

ー

ー

○

愛西市

津島市

弥富市

あま市

蟹江町

大治町

飛島村

区分 変更後（4月から）

小学生まで 無償 無償

中学生
入院費：全額

無償化
通院費：2／3

なし
入院費：全額中学校卒業後から

18歳年度末 通院費：2／3

現行（3月まで）

討 

論

年
齢
制
限
は
適
切
だ

　
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
に
よ
り
、
地
域
で
暮

ら
す
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
が
図
ら
れ
、
当

初
の
扶
助
料
の
目
的
は
概

ね
達
成
で
き
た
。
現
在
、

支
給
対
象
者
の
扶
助
料
は
、

生
活
の
一
部
に
な
っ
て
お

り
、
劇
的
な
変
更
は
混
乱

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
今

回
、
65
歳
以
上
の
新
規
障

害
者
手
帳
取
得
者
を
対
象

外
と
し
た
判
断
は
適
切
な

措
置
で
あ
る
。

安
易
に
年
齢
で
ラ
イ
ン
を

引
く
な

　
新
た
に
障
害
者
と
な
る

方
全
て
が
、
年
金
支
給
額

が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。

障
害
者
と
な
っ
た
方
も
年

齢
に
関
係
な
く
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
生
活
に
か
か

る
費
用
は
同
じ
だ
。
仮
に
、

扶
助
費
の
削
減
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
世
帯
所
得
に
よ

り
判
断
す
べ
き
だ
。
安
易

に
65
歳
と
い
う
年
齢
で
ラ

イ
ン
を
引
く
の
は
不
公
平

だ
。 賛 

成
反 

対

討 

論

答
申
を
尊
重
す
べ
き
だ

　
平
成
２８
年
に
答
申
を
受

け
た
当
時
、
市
の
状
況
を

考
え
、
議
会
の
意
思
で
改

定
を
見
送
っ
た
が
、
今
回

は
、
議
会
か
ら
の
要
請
を

元
に
答
申
が
出
た
。
議
員

定
数
を
削
減
し
、
責
務
も

重
要
に
な
っ
た
。
ま
た
、

県
内
同
規
模
の
市
よ
り
も

低
い
状
況
で
あ
る
。

　
各
委
員
が
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
で
あ
り
、
答
申

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

市
民
負
担
の
中
で
合
意
は

得
ら
れ
な
い

　
合
併
特
例
の
縮
減
を
理

由
に
し
て
、
市
民
生
活
に

負
担
を
か
け
て
い
る
。
合

併
特
例
の
縮
減
が
想
定
よ

り
少
な
い
こ
と
を
答
申
理

由
の
一
つ
と
す
る
な
ら
、

各
種
施
策
の
再
検
討
を
す

べ
き
だ
。
消
費
税
増
税
の

影
響
も
あ
り
、
負
担
の
増

え
た
生
活
の
中
か
ら
支
払

わ
れ
た
税
金
を
議
員
報
酬

の
値
上
げ
に
あ
て
る
こ
と

は
、
市
民
の
合
意
を
得
ら

れ
な
い
。

賛 

成
反 

対

QA

子ども医療費
助成拡大へ
子ども医療費
助成拡大へ
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　市
の
推
薦
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

近
藤
　裕
重
氏
（
西
保
町
）

山
内
　潔
　氏
（
渕
高
町
）

　次
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員

大
竹
　節
雄
氏
（
北
河
田
町
）

　今
定
例
会
で
次
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
へ
の
意
見
書

▼
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担

抜
本
的
引
き
上
げ
や
出
産
手

当
・
傷
病
手
当
の
予
算
措
置
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
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○
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○
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○
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○
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○
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○

○

○
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○

○

○

○

●

こ
ん
ど
う

　
　 ひ
ろ
し
げ

や
ま
う
ち

　  

き
よ
し

お
お
た
け

　
　 せ
つ  

お

市政を問う

１3議員が一般質問

●定例会第２日目および第３日目に、13人の議員が一般質問しました。発言順に掲載します。

12月5日 12月6日
石崎　誠子 議員（P6）

◆道の駅周辺整備基本計画策定後の業務は
◆誘致企業社の定着と雇用の確保は

馬渕　紀明 議員（P7）
◆避難勧告等はどのように変わったのか
◆駅周辺の防犯対策は

河合　克平 議員（P8）
◆財政健全化の評価は
◆くらしに希望を

加藤　敏彦 議員（P9）
◆発達支援センター建設のスケジュールは
◆リニア残土　搬入は本当に安全か

真野　和久 議員（P10）
◆地域ごとに地区防災計画を検討しては
◆学校統廃合見直しの時期では

原　裕司 議員（P11）
◆全国学力テスト　愛西市の調査結果は
◆成年後見制度の利用促進を

島田　浩 議員（P12）
◆食品ロス削減への取り組みは
◆増える墓じまい　どう対応していく

議員が市の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質問することをいいます。
持ち時間は、議員１人あたり１時間です。

一般質問とは…

◆
◆
推
薦
◆
◆

◆
◆
意
見
書
◆
◆

◆
◆
同
意
◆
◆

令和元年12月定例会　議案審議の結果と議員の賛否

※審議結果の「可」は可決、「否」は否決、「不」は不採択です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。

会　　　　　　　　　　派

議　　　　　　　案

◯：賛成
●：反対

可

可

否

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

不
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○

●
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議
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○

○

●

新生愛西クラブ 日本共産党
愛西市議団

公明党
あいさい

無
会
派

審
議
結
果

鬼
頭
勝
治

島
田

　浩

鷲
野
聰
明

神
田
康
史

杉
村
義
仁

近
藤

　武

佐
藤
信
男

原

　裕
司

石
崎
誠
子

真
野
和
久

河
合
克
平

加
藤
敏
彦

大
宮
𠮷
満

山
岡
幹
雄

竹
村
仁
司

髙
松
幸
雄

𠮷
川
三
津
子

馬
渕
紀
明

無
会
派

あいさい
クラブ

愛西市部設置条例の一部改正について

愛西市公益的法人等への職員の派遣に関する
条例の一部改正について

愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について
（修正案）
愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について
（原案）

愛西市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について

愛西市教育長の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

子ども医療費完全無料化を求める請願について

令和元年度愛西市一般会計補正予算（第５号）

愛西市教育長の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

愛西市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について

愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について

令和元年度愛西市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

令和元年度愛西市一般会計補正予算（第４号）

愛西市中央図書館の指定管理者の指定について

愛西市佐織総合福祉センターの指定管理者の
指定について

愛西市佐屋老人福祉センター「湯の花の里」の
指定管理者の指定について

愛西市在宅障害者扶助料支給条例の
一部改正について

審
議
結
果

近藤　武 議員（P13）
◆立田グラウンド整備　市の考えは
◆今後の子育て支援策は

山岡　幹雄 議員（P14）
◆住民票を異動して死亡、市斎苑の利用は
◆マイ・タイムライン　実施の考えは

佐藤　信男 議員（P１5）
◆40年来の願い　佐屋駅前周辺整備計画は

𠮷川　三津子 議員（P16）
◆高齢者居場所である入浴サービスを守れ
◆海部地区環境事務組合の改革は

髙松　幸雄 議員（P１7）
◆スピード感を持って校舎の老朽化対策を

竹村　仁司 議員（P１8）
◆領内川の２カ所の重要水防箇所は
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　市
の
推
薦
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

近
藤
　裕
重
氏
（
西
保
町
）

山
内
　潔
　氏
（
渕
高
町
）

　次
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員

大
竹
　節
雄
氏
（
北
河
田
町
）

　今
定
例
会
で
次
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
へ
の
意
見
書

▼
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担

抜
本
的
引
き
上
げ
や
出
産
手

当
・
傷
病
手
当
の
予
算
措
置
を

行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
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こ
ん
ど
う

　
　 ひ
ろ
し
げ

や
ま
う
ち

　  

き
よ
し

お
お
た
け

　
　 せ
つ  

お

市政を問う

１3議員が一般質問

●定例会第２日目および第３日目に、13人の議員が一般質問しました。発言順に掲載します。

12月5日 12月6日
石崎　誠子 議員（P6）

◆道の駅周辺整備基本計画策定後の業務は
◆誘致企業社の定着と雇用の確保は

馬渕　紀明 議員（P7）
◆避難勧告等はどのように変わったのか
◆駅周辺の防犯対策は

河合　克平 議員（P8）
◆財政健全化の評価は
◆くらしに希望を

加藤　敏彦 議員（P9）
◆発達支援センター建設のスケジュールは
◆リニア残土　搬入は本当に安全か

真野　和久 議員（P10）
◆地域ごとに地区防災計画を検討しては
◆学校統廃合見直しの時期では

原　裕司 議員（P11）
◆全国学力テスト　愛西市の調査結果は
◆成年後見制度の利用促進を

島田　浩 議員（P12）
◆食品ロス削減への取り組みは
◆増える墓じまい　どう対応していく

議員が市の行財政全般にわたり、方針や執行
状況、所信などを質問することをいいます。
持ち時間は、議員１人あたり１時間です。

一般質問とは…

◆
◆
推
薦
◆
◆

◆
◆
意
見
書
◆
◆

◆
◆
同
意
◆
◆

令和元年12月定例会　議案審議の結果と議員の賛否

※審議結果の「可」は可決、「否」は否決、「不」は不採択です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。

会　　　　　　　　　　派

議　　　　　　　案

◯：賛成
●：反対
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新生愛西クラブ 日本共産党
愛西市議団

公明党
あいさい

無
会
派

審
議
結
果

鬼
頭
勝
治

島
田

　浩

鷲
野
聰
明

神
田
康
史

杉
村
義
仁

近
藤

　武

佐
藤
信
男

原

　裕
司

石
崎
誠
子

真
野
和
久

河
合
克
平

加
藤
敏
彦

大
宮
𠮷
満

山
岡
幹
雄

竹
村
仁
司

髙
松
幸
雄

𠮷
川
三
津
子

馬
渕
紀
明

無
会
派

あいさい
クラブ

愛西市部設置条例の一部改正について

愛西市公益的法人等への職員の派遣に関する
条例の一部改正について

愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について
（修正案）
愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について
（原案）

愛西市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について

愛西市教育長の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

子ども医療費完全無料化を求める請願について

令和元年度愛西市一般会計補正予算（第５号）

愛西市教育長の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について

愛西市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正について

愛西市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部改正について

令和元年度愛西市国民健康保険特別会計
補正予算（第１号）

令和元年度愛西市一般会計補正予算（第４号）

愛西市中央図書館の指定管理者の指定について

愛西市佐織総合福祉センターの指定管理者の
指定について

愛西市佐屋老人福祉センター「湯の花の里」の
指定管理者の指定について

愛西市在宅障害者扶助料支給条例の
一部改正について

審
議
結
果

近藤　武 議員（P13）
◆立田グラウンド整備　市の考えは
◆今後の子育て支援策は

山岡　幹雄 議員（P14）
◆住民票を異動して死亡、市斎苑の利用は
◆マイ・タイムライン　実施の考えは

佐藤　信男 議員（P１5）
◆40年来の願い　佐屋駅前周辺整備計画は

𠮷川　三津子 議員（P16）
◆高齢者居場所である入浴サービスを守れ
◆海部地区環境事務組合の改革は

髙松　幸雄 議員（P１7）
◆スピード感を持って校舎の老朽化対策を

竹村　仁司 議員（P１8）
◆領内川の２カ所の重要水防箇所は
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誘
致
企
業
社
の

定
着
と
雇
用
の

確
保
は

誘
致
企
業
社
の

定
着
と
雇
用
の

確
保
は

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

避難勧告等は
どのように変わったのか

5段階の警戒レベルに改定

馬渕 紀明議員

道の駅周辺整備基本計画
策定後の業務は

令和4年度から整備し順次供用開始する
産業建設部長市民協働部長

石崎 誠子議員

　
　避
難
勧
告
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
。

　
　
災
害
情
報
を
分
か
り
や

す
く
提
供
す
る
た
め
、
昨
年

の
6
月
よ
り
、
5
段
階
の
警

戒
レ
ベ
ル
で
市
民
に
提
供
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　 

市
町
村
が
発
令
す
る
避

難
情
報
、
ま
た
、
国
や
都
道

府
県
が
発
令
す
る
防
災
気
象

情
報
、
ど
ち
ら
が
優
先
な
の

か
。
　

　
　
全
て
を
勘
案
し
て
、
市

町
村
が
5
段
階
の
警
戒
レ
ベ

ル
を
発
表
す
る
。

　

　市
内
の
駅
（
駐
輪
場
）

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況

は
。

　
　
佐
屋
駅
1
台
、
日
比
野

駅
2
台
、
永
和
駅
7
台
、
藤

浪
駅
5
台
、
勝
幡
駅
8
台
。

　
　町
方
駅
、
渕
高
駅
、
富

吉
駅
に
は
設
置
し
て
い
な
い

が
、
設
置
し
て
い
く
計
画
は
。

　
　
安
心
・
安
全
の
面
も
含

め
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　市
長
の
見
解
は
。

　
　
犯
罪
発
生
の
度
合
い
や

危
険
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
検
討
し
て
い
く
。

●
成
年
後
見
制
度
と
は

問問 答

問問 答答

　
　道
の
駅
周
辺
整
備
の
基

本
計
画
策
定
後
の
業
務
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
測
量
・
地
質
調
査
を
行

い
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

と
順
次
業
務
を
進
め
る
。
都

市
公
園
の
整
備
計
画
エ
リ
ア

で
は
、
事
業
説
明
会
を
経
て
、

都
市
計
画
手
続
き
を
行
い
、

用
地
取
得
に
向
け
事
業
を
進

め
る
。
現
段
階
の
目
標
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
道
の
駅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
部
分
を
先
行
し

て
整
備
を
進
め
、
順
次
供
用

開
始
す
る
。

　
　ど
の
世
代
の
新
規
利
用

者
を
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
若
年
層
、
子
育
て
世
代

の
女
性
等
の
来
場
者
数
増
加

を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
、

新
た
に
観
光
案
内
所
の
設
置
、

子
育
て
世
代
の
女
性
を
応
援

す
る
施
設
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
新
規
利
用
者
獲
得
に
向

け
た
観
光
案
内
所
の
役
割
は
。

　
　
来
訪
者
に
対
し
て
の
情

報
発
信
機
能
の
強
化
を
図
る
。

本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

新
規
利
用
者
獲
得
の
た
め
に
、

き
め
細
か
い
地
域
情
報
、
観

光
情
報
を
提
供
し
、
来
訪
者

の
満
足
度
を
高
め
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
を
期
待
す
る
。

　
　
花
は
す
田
と
水
辺
を
生

か
し
た
愛
西
市
で
し
か
出
来

な
い
体
験
を
提
供
す
る
こ
と

と
し
て
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
や
和
装
で
新
郎
新
婦
が

好
き
な
場
所
で
結
婚
式
前
に

撮
影
し
た
り
、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
公
園
を
利

用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
愛
西
市
都
市
公
園
条
例

に
よ
り
、
行
為
の
目
的
、
内

容
等
が
都
市
公
園
の
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
認
め

る
場
合
に
限
り
、
利
用
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
誘
致
企
業
社
に
対
す
る

市
の
雇
用
促
進
優
遇
制
度
は
。

　  

南
河
田
工
業
団
地
へ
事

業
所
を
新
設
し
た
企
業
に
対

し
て
、
雇
用
促
進
奨
励
金
制

度
が
あ
る
。
操
業
後
１
年
以

上
継
続
し
、
新
規
常
用
従
業

員
を
雇
用
し
た
場
合
、
１
人

年
間
15
万
円
を
２
年
間
分
、

１
企
業
限
度
額
１
２
０
０
万

円
ま
で
支
援
す
る
。

　
　
誘
致
企
業
社
と
既
存
地

域
企
業
社
と
を
繋
ぐ
市
の
役

割
、
政
策
等
は
。

　
　
誘
致
企
業
社
と
既
存
地

域
企
業
社
を
繋
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
の
提
供

と
い
っ
た
振
興
政
策
を
図
る
。

問問問 答答答

答

問問

問問答

答 答

答

▲道の駅デンパーク安城に隣接する
　「安城産業文化公園」での結婚式前撮り風景

▲町方駅の駐輪場

▲警戒レベルのチラシ

駅
周
辺
の

防
犯
対
策
は

駅
周
辺
の

防
犯
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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、
婚
活
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
公
園
を
利

用
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
愛
西
市
都
市
公
園
条
例

に
よ
り
、
行
為
の
目
的
、
内

容
等
が
都
市
公
園
の
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
認
め

る
場
合
に
限
り
、
利
用
等
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
誘
致
企
業
社
に
対
す
る

市
の
雇
用
促
進
優
遇
制
度
は
。

　  

南
河
田
工
業
団
地
へ
事

業
所
を
新
設
し
た
企
業
に
対

し
て
、
雇
用
促
進
奨
励
金
制

度
が
あ
る
。
操
業
後
１
年
以

上
継
続
し
、
新
規
常
用
従
業

員
を
雇
用
し
た
場
合
、
１
人

年
間
15
万
円
を
２
年
間
分
、

１
企
業
限
度
額
１
２
０
０
万

円
ま
で
支
援
す
る
。

　
　
誘
致
企
業
社
と
既
存
地

域
企
業
社
と
を
繋
ぐ
市
の
役

割
、
政
策
等
は
。

　
　
誘
致
企
業
社
と
既
存
地

域
企
業
社
を
繋
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
の
提
供

と
い
っ
た
振
興
政
策
を
図
る
。

問問問 答答答

答

問問

問問答

答 答

答

▲道の駅デンパーク安城に隣接する
　「安城産業文化公園」での結婚式前撮り風景

▲町方駅の駐輪場

▲警戒レベルのチラシ

駅
周
辺
の

防
犯
対
策
は

駅
周
辺
の

防
犯
対
策
は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

発達支援センター
建設のスケジュールは

令和２年度に設計を予定している

加藤 敏彦議員

財政健全化の評価は

健全な状態であるといえる
総務部長健康福祉部長

河合 克平議員

　
　
市
長
は
９
月
に
、
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
建

設
を
表
明
し
た
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
体
制
、
事
業
内

容
、
予
算
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
令
和
２
年
度
に
設
計
を

予
定
し
て
い
る
。
事
業
内
容

は
、
「
あ
い
さ
い
わ
か
ば
」

で
行
っ
て
い
る
児
童
発
達
支

援
事
業
に
加
え
て
、
相
談
支

援
事
業
、
保
育
所
等
訪
問
支

援
事
業
を
行
う
。

　
体
制
は
、
国
の
基
準
に
準

じ
、
専
門
職
を
配
置
す
る
予

定
だ
。
設
計
の
予
算
は
、
現

在
精
査
を
し
て
い
る
。

　  

豊
明
市
は
2
0
1
8
年

に
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口

「
は
ば
た
き
」
を
開
設
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
に
相
談
員

2
名
を
配
置
し
、
支
援
件
数

は
5
3
6
件
で
あ
る
。
引
き

こ
も
り
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
大
人
の
引
き
こ
も
り
に

つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
活
動
の
中
で
、
支
援

へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　　
　
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
建
設

残
土
が
、
永
和
荘
跡
地
の
広

域
避
難
場
所
に
使
わ
れ
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
た
が
、
本
当

に
安
全
か
。

　
　
愛
知
県
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
J
R
東
海
が
土
壌
汚

染
対
策
法
で
定
め
ら
れ
た
土

質
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
海
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
が
で
き
る
。

問答

問

答

　
　
交
付
税
の
状
況
は
。

　
　
想
定
し
て
い
た
縮
減
額

よ
り
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
基
金
の
状
況
は
。

　
　
１
６
９
億
４
１
０
０
万

円
で
５
億
円
増
加
し
て
い
る
。

同
規
模
団
体
と
比
較
し
て
基

金
は
多
い
ほ
う
で
あ
る
。

　
　
起
債
残
高
の
状
況
は
。

　
　
１
９
３
億
６
３
０
０
万

円
と
昨
年
よ
り
12
億
４
１
０

０
万
円
減
少
し
、
毎
年
10
億

円
以
上
減
ら
し
て
い
る
。

　
　
財
政
健
全
化
の
評
価
は
。

　
　
健
全
な
状
態
で
あ
る
と

い
え
る
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
18
歳

年
度
末
ま
で
の
完
全
無
償
化

の
考
え
は
。

　  

医
療
費
完
全
無
償
化
の

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
　
小
中
学
校
の
給
食
費
の

無
償
化
の
考
え
は
。

　
　
無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
。

　
　
佐
屋
駅
前
・
日
比
野
駅

前
周
辺
整
備
の
状
況
は
。

　
　
佐
屋
駅
前
は
、
事
業
化

調
査
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

日
比
野
駅
前
の
整
備
計
画
は

な
い
。

　
　
施
設
使
用
料
５
割
減
額

を
継
続
す
る
考
え
は
。

　
　
５
割
減
額
に
つ
い
て
は

今
年
度
で
終
了
と
な
る
。

問問 答

答

答

問答問

答

答答

答 問

問問

問

問答

▲本市の基金の状況▲豊明市「はばたき」のリーフレット

▲防災活動拠点の整備計画図（大井町）

▲本市の市債の状況

リ
ニ
ア
残
土

搬
入
は
本
当
に

安
全
か

リ
ニ
ア
残
土

搬
入
は
本
当
に

安
全
か

く
ら
し
に
希
望
を

く
ら
し
に
希
望
を
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、
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

全国学力テスト
愛西市の調査結果は

小中学校共に県平均を上回る

原 裕司議員

地域ごとに地区防災計画を
検討しては

計画含め地域と協議をしたい
市　長教育部長

真野 和久議員

　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
調

査
結
果
が
、
都
道
府
県
別
に

発
表
さ
れ
た
。
本
市
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
の
結
果
は
。

　
　中
学
校
で
は
、
愛
知
県

が
数
学
・
英
語
に
お
い
て
全

国
の
上
位
と
な
っ
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
小
中
学
校
共

に
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

　   

小
学
校
の
調
査
結
果
で

は
、
愛
知
県
は
全
国
で
下
位

と
な
っ
て
い
る
。
国
語
科
に

お
け
る
平
均
正
答
率
の
低
い

区
分
と
指
導
改
善
は
。

　
　平
均
正
答
率
の
低
い
漢

字
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
使

う
た
め
、
「
読
み
方
」
「
字

形
」
「
漢
字
の
も
つ
意
味
」

を
考
え
る
こ
と
の
習
得
が
大

切
だ
。

　　
小
学
校
に
学
力
向
上
の

た
め
、
教
科
担
任
制
や
乗
り

入
れ
授
業
等
の
考
え
は
。

　
　学
年
の
一
部
の
教
科
を

教
科
担
任
制
で
行
う
こ
と
は

可
能
だ
。
乗
り
入
れ
授
業
は
、

学
級
数
や
教
員
数
、
各
学
年

の
授
業
時
間
の
違
い
が
あ
り

導
入
は
困
難
だ
。

　　
市
民
に
研
修
を
行
っ
て
、

知
識
を
学
ん
で
も
ら
い
後
見

人
に
な
っ
て
も
ら
う
「
市
民

後
見
人
養
成
講
座
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
本
市
で
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
進

め
て
い
く
考
え
は
。

　
　「
市
民
後
見
人
養
成
講

座
」
は
県
内
10
市
町
で
実
施

し
て
い
る
。
後
見
人
人
口
の

裾
野
を
広
げ
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
複
雑
な
案
件
を
任

せ
ら
れ
な
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
近
隣
市
の

状
況
を
見
て
研
究
し
て
い
く
。

　　
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
に
欠
か
せ
な
い
、
後
見

人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
窓

口
「
中
核
機
関
」
の
設
置
が

必
要
だ
。
市
の
見
解
は
。

　
　「
中
核
機
関
」
は
、
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
近
隣
市
の

セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
の

取
り
組
み
状
況
や
、
現
状
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

●
継
続
可
能
な
介
護
保
険
制

度
を
目
指
せ

問

問

問

問

問 答

答答

答

答

　
　
国
は
、
避
難
が
お
く
れ

住
民
が
亡
く
な
る
被
害
を
減

ら
そ
う
と
、
今
年
か
ら
水
害
、

土
砂
災
害
な
ど
の
防
災
情
報

の
知
ら
せ
方
を
変
更
し
た
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
徹
底
す
る

と
な
る
と
、
当
然
避
難
者
の

数
や
避
難
行
動
な
ど
に
も
大

き
な
変
化
が
出
て
、
避
難
所

も
含
め
た
避
難
に
関
す
る
状

況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

　
浸
水
被
害
の
危
険
が
迫
っ

た
と
き
、
避
難
先
の
指
定
や

指
示
、
避
難
方
法
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
。
具
体
的
な
検

討
は
。

　
　最
寄
り
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
、
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
を
お
願
い
す
る
。
避
難

方
法
は
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
徒
歩
に
よ
り
避
難
、
ま

た
は
必
要
に
応
じ
て
車
両
等

に
よ
る
避
難
と
な
る
。

　
　
水
没
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
、
可
能
性
の
低
い

地
区
の
避
難
所
に
避
難
す
る

対
応
は
。

　
　安
全
な
避
難
所
を
開
設

し
、
避
難
を
し
て
も
ら
う
。

　
　自
主
避
難
所
な
ど
、
移

動
手
段
が
前
提
と
さ
れ
て
い

な
い
避
難
所
の
開
設
は
非
常

に
問
題
だ
。
地
域
の
集
会
所
、

寺
院
な
ど
に
お
願
い
し
、
増

や
す
考
え
は
。

　
　地
域
の
集
会
所
等
は
地

元
管
理
の
た
め
、
開
設
、
運

営
の
主
体
が
自
主
防
災
会
等

に
な
る
。
今
後
、
地
元
自
主

防
災
会
と
も
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　小
学
校
区
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
地
域
ご
と
に
、
細
か

な
地
区
防
災
計
画
を
住
民
を

含
め
て
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
は
。

　
　地
域
と
協
力
し
、
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　９
月
の
説
明
会
で
も
、

八
開
地
区
で
は
、
今
の
案
は

問
題
が
あ
り
、
了
承
で
き
な

い
状
況
だ
っ
た
。
計
画
の
修

正
を
考
え
る
時
期
で
は
。
今

後
の
進
め
方
は
。

　  

計
画
に
つ
い
て
慎
重
に

内
容
を
検
討
す
る
機
会
は
必

要
だ
が
、
今
ま
で
説
明
し
て

き
た
案
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
地
域
の
合
意
形
成
に
向
け

て
努
力
す
る
。

　今
の
と
こ
ろ
次
回
の
説
明

会
の
開
催
予
定
は
な
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

▲広域に水没する場合の対策が必要
　（愛西市洪水ハザードマップ）

▲全国学力テスト調査結果

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
を

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
を

学
校
統
廃
合

見
直
し
の
時
期
で
は

学
校
統
廃
合

見
直
し
の
時
期
で
は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

全国学力テスト
愛西市の調査結果は

小中学校共に県平均を上回る

原 裕司議員

地域ごとに地区防災計画を
検討しては

計画含め地域と協議をしたい
市　長教育部長

真野 和久議員

　
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
調

査
結
果
が
、
都
道
府
県
別
に

発
表
さ
れ
た
。
本
市
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
の
結
果
は
。

　
　中
学
校
で
は
、
愛
知
県

が
数
学
・
英
語
に
お
い
て
全

国
の
上
位
と
な
っ
た
。
本
市

に
お
い
て
は
、
小
中
学
校
共

に
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

　   

小
学
校
の
調
査
結
果
で

は
、
愛
知
県
は
全
国
で
下
位

と
な
っ
て
い
る
。
国
語
科
に

お
け
る
平
均
正
答
率
の
低
い

区
分
と
指
導
改
善
は
。

　
　平
均
正
答
率
の
低
い
漢

字
に
つ
い
て
は
、
正
し
く
使

う
た
め
、
「
読
み
方
」
「
字

形
」
「
漢
字
の
も
つ
意
味
」

を
考
え
る
こ
と
の
習
得
が
大

切
だ
。

　　
小
学
校
に
学
力
向
上
の

た
め
、
教
科
担
任
制
や
乗
り

入
れ
授
業
等
の
考
え
は
。

　
　学
年
の
一
部
の
教
科
を

教
科
担
任
制
で
行
う
こ
と
は

可
能
だ
。
乗
り
入
れ
授
業
は
、

学
級
数
や
教
員
数
、
各
学
年

の
授
業
時
間
の
違
い
が
あ
り

導
入
は
困
難
だ
。

　　
市
民
に
研
修
を
行
っ
て
、

知
識
を
学
ん
で
も
ら
い
後
見

人
に
な
っ
て
も
ら
う
「
市
民

後
見
人
養
成
講
座
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
本
市
で
も
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
進

め
て
い
く
考
え
は
。

　
　「
市
民
後
見
人
養
成
講

座
」
は
県
内
10
市
町
で
実
施

し
て
い
る
。
後
見
人
人
口
の

裾
野
を
広
げ
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
が
、
複
雑
な
案
件
を
任

せ
ら
れ
な
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
近
隣
市
の

状
況
を
見
て
研
究
し
て
い
く
。

　　
成
年
後
見
制
度
の
利
用

促
進
に
欠
か
せ
な
い
、
後
見

人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
窓

口
「
中
核
機
関
」
の
設
置
が

必
要
だ
。
市
の
見
解
は
。

　
　「
中
核
機
関
」
は
、
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
近
隣
市
の

セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
て
の

取
り
組
み
状
況
や
、
現
状
を

見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

●
継
続
可
能
な
介
護
保
険
制

度
を
目
指
せ

問

問

問

問

問 答

答答

答

答

　
　
国
は
、
避
難
が
お
く
れ

住
民
が
亡
く
な
る
被
害
を
減

ら
そ
う
と
、
今
年
か
ら
水
害
、

土
砂
災
害
な
ど
の
防
災
情
報

の
知
ら
せ
方
を
変
更
し
た
。

こ
れ
ま
で
よ
り
も
徹
底
す
る

と
な
る
と
、
当
然
避
難
者
の

数
や
避
難
行
動
な
ど
に
も
大

き
な
変
化
が
出
て
、
避
難
所

も
含
め
た
避
難
に
関
す
る
状

況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

　
浸
水
被
害
の
危
険
が
迫
っ

た
と
き
、
避
難
先
の
指
定
や

指
示
、
避
難
方
法
を
ど
う
し

て
い
く
の
か
。
具
体
的
な
検

討
は
。

　
　最
寄
り
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
、
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
を
お
願
い
す
る
。
避
難

方
法
は
安
全
に
移
動
で
き
る

よ
う
徒
歩
に
よ
り
避
難
、
ま

た
は
必
要
に
応
じ
て
車
両
等

に
よ
る
避
難
と
な
る
。

　
　
水
没
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
、
可
能
性
の
低
い

地
区
の
避
難
所
に
避
難
す
る

対
応
は
。

　
　安
全
な
避
難
所
を
開
設

し
、
避
難
を
し
て
も
ら
う
。

　
　自
主
避
難
所
な
ど
、
移

動
手
段
が
前
提
と
さ
れ
て
い

な
い
避
難
所
の
開
設
は
非
常

に
問
題
だ
。
地
域
の
集
会
所
、

寺
院
な
ど
に
お
願
い
し
、
増

や
す
考
え
は
。

　
　地
域
の
集
会
所
等
は
地

元
管
理
の
た
め
、
開
設
、
運

営
の
主
体
が
自
主
防
災
会
等

に
な
る
。
今
後
、
地
元
自
主

防
災
会
と
も
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　小
学
校
区
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
地
域
ご
と
に
、
細
か

な
地
区
防
災
計
画
を
住
民
を

含
め
て
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
は
。

　
　地
域
と
協
力
し
、
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　
　９
月
の
説
明
会
で
も
、

八
開
地
区
で
は
、
今
の
案
は

問
題
が
あ
り
、
了
承
で
き
な

い
状
況
だ
っ
た
。
計
画
の
修

正
を
考
え
る
時
期
で
は
。
今

後
の
進
め
方
は
。

　  

計
画
に
つ
い
て
慎
重
に

内
容
を
検
討
す
る
機
会
は
必

要
だ
が
、
今
ま
で
説
明
し
て

き
た
案
に
基
づ
き
、
引
き
続

き
地
域
の
合
意
形
成
に
向
け

て
努
力
す
る
。

　今
の
と
こ
ろ
次
回
の
説
明

会
の
開
催
予
定
は
な
い
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

▲広域に水没する場合の対策が必要
　（愛西市洪水ハザードマップ）

▲全国学力テスト調査結果

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
を

成
年
後
見
制
度
の

利
用
促
進
を

学
校
統
廃
合

見
直
し
の
時
期
で
は

学
校
統
廃
合

見
直
し
の
時
期
で
は

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

立田グラウンド整備
市の考えは

人が集まる交流拠点へ

近藤 武議員

食品ロス削減への
取り組みは

啓発及び知識の普及などに努める
産業建設部長教育部長

島田 浩議員

　
　公
益
財
団
法
人
愛
知
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
、
西
尾

張
地
区
の
拠
点
と
し
て
、
立

田
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の

協
議
申
し
入
れ
書
が
出
さ
れ
、

愛
西
市
も
同
意
し
た
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　現
在
、
協
議
中
だ
。

　   

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

用
者
へ
の
影
響
は
。

　
　協
議
を
進
め
て
い
く
中

で
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

及
び
地
域
へ
の
調
整
も
し
な

が
ら
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
　現
在
の
立
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
係
る
経
費
は
。

　
　過
去
3
年
間
の
平
均
で
、

支
出
は
約
7
6
0
万
円
、
収

入
は
、
約
44
万
円
だ
。

　
　こ
の
整
備
に
対
す
る
、

市
の
考
え
は
。

　
　施
設
の
老
朽
化
が
問
題

と
な
る
中
、
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
と
協
力
し
て
、
公
共
施
設

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
進

モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
活
性
化
や
市
に
人
が
集
ま

る
交
流
拠
点
と
し
て
の
施
設

に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
　9
月
議
会
前
に
新
生
愛

西
ク
ラ
ブ
、
あ
い
さ
い
ク
ラ

ブ
、
公
明
党
あ
い
さ
い
の
3

会
派
で
、
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
拡
大
に
つ
い
て
、

要
望
書
を
出
し
、
今
議
会
で

関
連
議
案
が
出
た
。
医
療
費

助
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　幼
保
無
償
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
保
育
費
用
の
財

源
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

保
育
園
等
の
副
食
代
補
助
の

残
り
の
財
源
の
一
部
に
一
般

財
源
を
上
乗
せ
す
る
。

　令
和
2
年
度
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
の
支
給
年
齢
を
拡

大
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
な
る
よ
う
、

支
援
の
充
実
を
図
る
。

　
　子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

大
後
、
本
市
の
水
準
は
。

　
　県
内
自
治
体
と
比
較
し

て
も
、
手
厚
い
助
成
に
な
る
。

　
　今
後
の
支
援
拡
充
は
。

　
　子
ど
も
医
療
費
の
ほ
か

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
は
、

様
々
あ
る
。

　分
析
を
し
な
が
ら
、
事
業

実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

問

問 答答

答答答

答 　
　食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
令
和
元

年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
。

国
・
県
も
挙
げ
て
推
進
し
て

い
る
が
、
市
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
周
知
し
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

か
。　

　消
費
者
や
事
業
者
等
が
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

取
り
組
む
こ
と
を
促
進
す
る

よ
う
、
教
育
及
び
学
習
の
振

興
、
啓
発
及
び
知
識
の
普
及

な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　市
は
法
律
上
、
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
計
画
の
策

定
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　国
の
基
本
方
針
が
策
定

さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
県
が

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
動
向

を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　墓
地
を
返
還
さ
れ
た
場

合
の
永
代
使
用
料
は
。

　
　「
未
建
立
」
の
場
合
と

違
っ
て
返
還
金
が
発
生
し
な

い
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
、

受
理
し
て
い
く
。

　
　ま
す
ま
す
墓
じ
ま
い
や

継
承
者
不
明
の
墓
が
増
え
て

い
く
よ
う
だ
が
、
今
後
、
市

は
ど
の
よ
う
な
対
処
を
施
し

て
い
く
の
か
。

　  

最
低
限
の
市
営
墓
地
は

必
要
と
考
え
る
。
規
模
と
し

て
は
、
現
行
の
ま
ま
当
面
維

持
管
理
し
て
い
く
。

問

問

問問

問

答

答答

答

答

▲消費者庁の啓発パンフレット

▲津島市との共同霊園

▲今後、整備対象となる立田総合グラウンド

今
後
の
子
育
て

支
援
策
は

今
後
の
子
育
て

支
援
策
は

増
え
る
墓
じ
ま
い

ど
う
対
応
し
て
い
く

増
え
る
墓
じ
ま
い

ど
う
対
応
し
て
い
く
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

立田グラウンド整備
市の考えは

人が集まる交流拠点へ

近藤 武議員

食品ロス削減への
取り組みは

啓発及び知識の普及などに努める
産業建設部長教育部長

島田 浩議員

　
　公
益
財
団
法
人
愛
知
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
、
西
尾

張
地
区
の
拠
点
と
し
て
、
立

田
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の

協
議
申
し
入
れ
書
が
出
さ
れ
、

愛
西
市
も
同
意
し
た
。
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　現
在
、
協
議
中
だ
。

　   

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

用
者
へ
の
影
響
は
。

　
　協
議
を
進
め
て
い
く
中

で
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

及
び
地
域
へ
の
調
整
も
し
な

が
ら
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

　
　現
在
の
立
田
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
係
る
経
費
は
。

　
　過
去
3
年
間
の
平
均
で
、

支
出
は
約
7
6
0
万
円
、
収

入
は
、
約
44
万
円
だ
。

　
　こ
の
整
備
に
対
す
る
、

市
の
考
え
は
。

　
　施
設
の
老
朽
化
が
問
題

と
な
る
中
、
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
と
協
力
し
て
、
公
共
施
設

の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
先
進

モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
目
指

す
。
ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

の
活
性
化
や
市
に
人
が
集
ま

る
交
流
拠
点
と
し
て
の
施
設

に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
　9
月
議
会
前
に
新
生
愛

西
ク
ラ
ブ
、
あ
い
さ
い
ク
ラ

ブ
、
公
明
党
あ
い
さ
い
の
3

会
派
で
、
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
助
成
拡
大
に
つ
い
て
、

要
望
書
を
出
し
、
今
議
会
で

関
連
議
案
が
出
た
。
医
療
費

助
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　幼
保
無
償
化
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
保
育
費
用
の
財

源
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
。

保
育
園
等
の
副
食
代
補
助
の

残
り
の
財
源
の
一
部
に
一
般

財
源
を
上
乗
せ
す
る
。

　令
和
2
年
度
か
ら
、
子
ど

も
医
療
費
の
支
給
年
齢
を
拡

大
し
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
な
る
よ
う
、

支
援
の
充
実
を
図
る
。

　
　子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

大
後
、
本
市
の
水
準
は
。

　
　県
内
自
治
体
と
比
較
し

て
も
、
手
厚
い
助
成
に
な
る
。

　
　今
後
の
支
援
拡
充
は
。

　
　子
ど
も
医
療
費
の
ほ
か

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
は
、

様
々
あ
る
。

　分
析
を
し
な
が
ら
、
事
業

実
施
を
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

問

問 答答

答答答

答 　
　食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推

進
に
関
す
る
法
律
が
令
和
元

年
10
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
。

国
・
県
も
挙
げ
て
推
進
し
て

い
る
が
、
市
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
周
知
し
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

か
。　

　消
費
者
や
事
業
者
等
が
、

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

取
り
組
む
こ
と
を
促
進
す
る

よ
う
、
教
育
及
び
学
習
の
振

興
、
啓
発
及
び
知
識
の
普
及

な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　市
は
法
律
上
、
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
計
画
の
策

定
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　国
の
基
本
方
針
が
策
定

さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
県
が

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
動
向

を
見
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　墓
地
を
返
還
さ
れ
た
場

合
の
永
代
使
用
料
は
。

　
　「
未
建
立
」
の
場
合
と

違
っ
て
返
還
金
が
発
生
し
な

い
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
、

受
理
し
て
い
く
。

　
　ま
す
ま
す
墓
じ
ま
い
や

継
承
者
不
明
の
墓
が
増
え
て

い
く
よ
う
だ
が
、
今
後
、
市

は
ど
の
よ
う
な
対
処
を
施
し

て
い
く
の
か
。

　  

最
低
限
の
市
営
墓
地
は

必
要
と
考
え
る
。
規
模
と
し

て
は
、
現
行
の
ま
ま
当
面
維

持
管
理
し
て
い
く
。

問

問

問問

問

答

答答

答

答

▲消費者庁の啓発パンフレット

▲津島市との共同霊園

▲今後、整備対象となる立田総合グラウンド

今
後
の
子
育
て

支
援
策
は

今
後
の
子
育
て

支
援
策
は

増
え
る
墓
じ
ま
い

ど
う
対
応
し
て
い
く

増
え
る
墓
じ
ま
い

ど
う
対
応
し
て
い
く
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　介
護
老
人
福
祉
施
設
の

待
機
高
齢
者
は
い
る
か
。

　
　
市
内
４
施
設
で
２
６
９

人
の
待
機
者
が
い
る
。

　
　待
機
高
齢
者
の
対
策
は
。

　
　
待
機
高
齢
者
の
状
況
を

十
分
に
把
握
し
待
機
者
が
出

な
い
よ
う
に
努
め
る
。

　
　住
民
票
を
異
動
し
て
市

外
の
介
護
施
設
に
入
居
後
、

死
亡
し
た
場
合
、
市
総
合
斎

苑
を
利
用
で
き
る
か
。

　
　
住
所
地
特
例
適
用
者
は
、

市
民
と
同
じ
全
額
で
利
用
で

き
る
。

※
住
所
地
特
例
と
は
。

　
社
会
保
険
制
度
に
お
い
て
、
被

保
険
者
が
住
所
地
以
外
の
市
町
村

に
所
在
す
る
介
護
保
険
施
設
等
に

入
所
ま
た
は
入
居
す
る
こ
と
で
施

設
等
の
所
在
市
町
村
に
住
所
変
更

し
た
場
合
、
住
所
を
移
す
前
の
市

町
村
が
引
き
続
き
保
険
者
と
な
る

特
例
措
置
の
こ
と
。

　　
　水
害
に
対
す
る
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
に
電
信
柱

や
公
共
施
設
に
想
定
冠
水
の

表
示
が
で
き
な
い
か
。

　
　
市
内
の
1
1
2
カ
所
に

海
抜
表
示
看
板
を
設
置
し
、

対
応
。

　
　「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
（
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
）
」
と
は
、
台
風
の
接
近

に
よ
り
洪
水
時
に
自
分
自
身

が
と
る
防
災
行
動
を
時
系
列

的
に
整
理
す
る
行
動
計
画
表

だ
。
こ
れ
を
作
成
で
き
な
い

か
。

　
　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
考
え
て
い
な
い
。

●
ゴ
ミ
ポ
イ
捨
て
罰
則
規
定

と
は

マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

実
施
の
考
え
は

マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

実
施
の
考
え
は

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

40年来の願い
佐屋駅前周辺整備計画は

地域の理解をもらい進めたい

佐藤 信男議員

住民票を異動して
死亡、市斎苑の利用は

住所地特例適用者は市斎苑を利用できる
市民協働部長市 長

山岡 幹雄議員

問問問 答答　
　佐
屋
駅
前
周
辺
整
備
は
、

昭
和
53
年
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
。
　

　
　
佐
屋
駅
前
広
場
は
、
鉄

道
の
西
に
駅
前
広
場
と
し
て

約
２
千
㎡
、
東
に
約
２
６
０

０
㎡
の
規
模
で
計
画
。
鉄
道

と
県
道
の
交
差
部
分
は
、
道

路
が
鉄
道
の
下
を
横
断
す
る

立
体
交
差
形
式
で
あ
る
。

　
　都
市
計
画
決
定
の
変
更

は
で
き
る
の
か
。

　
　
整
備
の
方
向
性
の
見
直

し
と
必
要
性
や
配
置
、
構
造

等
の
検
証
を
行
い
、
変
更
理

由
を
明
確
に
す
れ
ば
で
き
る
。

　
　都
市
計
画
決
定
を
変
更

す
る
た
め
の
手
順
は
。

　
　
都
市
計
画
基
礎
調
査
や

交
通
調
査
等
を
経
て
、
計
画

案
を
整
理
す
る
。
都
市
計
画

素
案
の
作
成
、
住
民
説
明
会
、

都
市
計
画
案
の
縦
覧
、
県
都

市
計
画
審
議
会
へ
の
付
議
、

国
へ
の
同
意
協
議
な
ど
を
経

る
。　

　佐
屋
駅
を
含
め
た
佐
屋

駅
前
周
辺
整
備
は
、
利
用
者

や
近
隣
居
住
者
に
と
っ
て
は
、

過
去
40
年
以
上
も
前
か
ら
の

願
い
だ
。
何
か
計
画
は
。
　

　
　
名
鉄
は
、
安
全
対
策
や

駅
舎
の
改
修
等
を
検
討
し
て

い
る
。
整
備
を
進
め
る
に
は
、

地
域
、
地
権
者
、
隣
接
地
権

者
等
の
理
解
と
協
力
が
な
け

れ
ば
で
き
な
い
。
計
画
策
定

や
事
業
決
定
に
は
時
間
が
必

要
。
理
解
を
も
ら
い
進
め
た

い
。

 

▲新設駅との比較

▲現在の佐屋駅

▲マイ・タイムラインとは
（国土交通省関東地方整備局下館河川事務所HPより）

※

▲総合斎苑

駅前広場（㎡）

事業期間(年）

事業費（円）

藤浪駅 勝幡駅 佐屋駅

平成29年度
乗降客数（人）/日 4,523 2,947 4,280

都市計画の
見直し5,100 （北）5,100

（南）1,600

16 12 未定

19億6,800万 20億560万 未定

答 問

問問 答答

問答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

答

問問 答

答
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。
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▲老朽化が進む立田南部小学校（築59年）

▲愛西市の入浴施設分布地図

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

スピード感を持って
校舎の老朽化対策を

改めて早急に検討していきたい

髙松 幸雄議員

高齢者居場所である
入浴サービスを守れ

佐屋・佐織の入浴施設は維持する方針だ
健康福祉部長教育長

𠮷川 三津子議員

海
部
地
区

環
境
事
務
組
合
の

改
革
は

海
部
地
区

環
境
事
務
組
合
の

改
革
は

　
　
サ
ロ
ン
、
訪
問
・
通
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
種
多
様
な

高
齢
者
の
居
場
所
を
守
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
。

　
　
１
日
あ
た
り
の
利
用
者

は
、
佐
屋
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
３
５
０
人
、
佐
織
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
１
２
０

人
、
八
開
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
35
人
。
立
田
北
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

１
２
１
人
、
立
田
南
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
99

人
。

　
　
利
用
者
の
居
住
地
域
、

年
代
、
性
別
は
。

　
　
年
代
・
性
別
は
集
約
し

て
い
な
い
。

　
　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
、

独
り
暮
ら
し
、
生
活
保
護
の

方
の
利
用
も
あ
る
。
ま
た
、

サ
ロ
ン
へ
の
参
加
の
少
な
い

男
性
に
と
っ
て
は
、
風
呂
は

交
流
の
場
だ
。
市
は
、
風
呂

が
故
障
し
た
ら
廃
止
し
て
し

ま
う
の
か
。

　
　
佐
屋
・
佐
織
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
利
用
者
も
多
い

の
で
維
持
し
、
八
開
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
修
理
で
き
な

く
な
っ
た
ら
廃
止
す
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
も
検

証
し
、
検
討
す
る
。

　
　
海
部
地
区
環
境
事
務
組

合
の
行
革
は
進
ん
だ
か
。

　
　
適
正
な
予
算
執
行
が
さ

れ
て
い
る
と
き
い
て
い
る
。

　
　
入
札
制
度
の
課
題
の
ほ

か
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
届
い

て
い
る
が
市
長
は
知
っ
て
い

る
か
。

●
契
約
無
し
で
組
合
の
土
地

を
津
島
市
に
無
償
貸
与
。

●
き
れ
い
な
水
の
放
流
に
対

し
、
汚
水
並
み
の
料
金
を
契

約
無
し
で
津
島
市
へ
支
払
い
。

●
あ
ま
市
が
支
払
う
べ
き
最

終
処
分
場
費
を
組
合
が
支

払
っ
て
い
る
こ
と
。

●
組
合
の
八
開
処
分
場
に
、

あ
ま
市
が
費
用
負
担
す
べ
き

汚
水
が
運
び
込
ま
れ
、
年
間

８
０
０
万
円
の
支
出
。

●
組
合
幹
部
の
業
者
か
ら
の

ス
ナ
ッ
ク
接
待
。

　
　
津
島
市
の
こ
と
は
改
善

の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
あ

ま
市
の
こ
と
は
初
め
て
聞
い

た
。
八
開
処
分
場
に
つ
い
て

は
注
視
し
て
い
く
。
接
待
の

件
は
𠮷
川
議
員
か
ら
聞
い
た

が
、
正
確
な
内
容
は
把
握
し

て
い
な
い
。

　
　
本
市
は
合
併
以
後
の
14

年
間
で
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
が
全
体
で
２
割
、

立
田
地
区
、
八
開
地
区
に
限

れ
ば
３
割
も
減
少
し
て
い
る
。

25
年
後
に
は
今
の
半
数
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　
９
月
21
日
に
立
田
地
区
、

八
開
地
区
の
小
・
中
学
校
の

統
合
に
関
す
る
第
２
回
地
域

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
八

開
地
区
の
住
民
に
は
、
統
合

し
て
何
が
よ
く
な
る
の
か
、

不
安
感
が
募
り
、
デ
メ
リ
ッ

ト
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

な
ぜ
、
立
田
地
区
と
八
開
地

区
を
合
わ
せ
て
１
校
に
統
合

す
る
案
と
な
っ
た
の
か
。

　
　
立
田
地
区
、
八
開
地
区

の
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
適
正

規
模
と
は
な
ら
な
い
。
学
校

を
新
設
す
る
以
上
、
こ
の
先

50
年
間
の
児
童
・
生
徒
数
を

見
据
え
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
規
模
の
適
正
化
に
最
も

即
し
た
案
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
校
舎
の
老
朽
化
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物

の
耐
用
年
数
は
約
50
年
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
立
田
地
区
、

八
開
地
区
の
小
・
中
学
校
の

校
舎
は
築
何
年
が
経
過
し
て

い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
立
田
南
部
小
59
年
、
立

田
北
部
小
57
年
、
立
田
中
50

年
、
八
輪
小
41
年
、
開
治
小

40
年
、
八
開
中
44
年
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
立
田
南
部
小
学
校
と
北

部
小
学
校
は
こ
の
ま
ま
だ
と

築
60
年
を
超
え
る
が
、
校
舎

は
大
丈
夫
か
。

　
　
校
舎
自
体
の
老
朽
化
は

避
け
ら
れ
ず
、
壁
の
ひ
び
割

れ
や
雨
漏
り
が
多
く
、
ト
イ

レ
も
昔
の
ま
ま
で
、
一
部
床

の
配
管
が
詰
ま
っ
て
水
が
流

せ
な
い
な
ど
、
在
校
児
童
に

我
慢
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
校
舎
の
老
朽
化
対
策
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
当
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
当
た
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
特
に
立
田
地
区
の

小
学
校
の
校
舎
は
、
限
界
が

近
づ
い
て
い
る
。
立
田
以
外

の
学
校
も
築
50
年
を
超
え
る

学
校
が
目
立
っ
て
い
る
。
適

切
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
校
舎
の
老
朽
化

は
、
改
め
て
早
急
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

答 答

問

問

答

答

問答

問問問 答

問問 答答

答
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▲老朽化が進む立田南部小学校（築59年）

▲愛西市の入浴施設分布地図

一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

一般質問～市政を問う～

スピード感を持って
校舎の老朽化対策を

改めて早急に検討していきたい

髙松 幸雄議員

高齢者居場所である
入浴サービスを守れ

佐屋・佐織の入浴施設は維持する方針だ
健康福祉部長教育長

𠮷川 三津子議員

海
部
地
区

環
境
事
務
組
合
の

改
革
は

海
部
地
区

環
境
事
務
組
合
の

改
革
は

　
　
サ
ロ
ン
、
訪
問
・
通
所

サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
種
多
様
な

高
齢
者
の
居
場
所
を
守
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
。

　
　
１
日
あ
た
り
の
利
用
者

は
、
佐
屋
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
３
５
０
人
、
佐
織
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
１
２
０

人
、
八
開
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
35
人
。
立
田
北
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

１
２
１
人
、
立
田
南
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
99

人
。

　
　
利
用
者
の
居
住
地
域
、

年
代
、
性
別
は
。

　
　
年
代
・
性
別
は
集
約
し

て
い
な
い
。

　
　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
、

独
り
暮
ら
し
、
生
活
保
護
の

方
の
利
用
も
あ
る
。
ま
た
、

サ
ロ
ン
へ
の
参
加
の
少
な
い

男
性
に
と
っ
て
は
、
風
呂
は

交
流
の
場
だ
。
市
は
、
風
呂

が
故
障
し
た
ら
廃
止
し
て
し

ま
う
の
か
。

　
　
佐
屋
・
佐
織
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
利
用
者
も
多
い

の
で
維
持
し
、
八
開
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
修
理
で
き
な

く
な
っ
た
ら
廃
止
す
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
も
検

証
し
、
検
討
す
る
。

　
　
海
部
地
区
環
境
事
務
組

合
の
行
革
は
進
ん
だ
か
。

　
　
適
正
な
予
算
執
行
が
さ

れ
て
い
る
と
き
い
て
い
る
。

　
　
入
札
制
度
の
課
題
の
ほ

か
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
届
い

て
い
る
が
市
長
は
知
っ
て
い

る
か
。

●
契
約
無
し
で
組
合
の
土
地

を
津
島
市
に
無
償
貸
与
。

●
き
れ
い
な
水
の
放
流
に
対

し
、
汚
水
並
み
の
料
金
を
契

約
無
し
で
津
島
市
へ
支
払
い
。

●
あ
ま
市
が
支
払
う
べ
き
最

終
処
分
場
費
を
組
合
が
支

払
っ
て
い
る
こ
と
。

●
組
合
の
八
開
処
分
場
に
、

あ
ま
市
が
費
用
負
担
す
べ
き

汚
水
が
運
び
込
ま
れ
、
年
間

８
０
０
万
円
の
支
出
。

●
組
合
幹
部
の
業
者
か
ら
の

ス
ナ
ッ
ク
接
待
。

　
　
津
島
市
の
こ
と
は
改
善

の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
あ

ま
市
の
こ
と
は
初
め
て
聞
い

た
。
八
開
処
分
場
に
つ
い
て

は
注
視
し
て
い
く
。
接
待
の

件
は
𠮷
川
議
員
か
ら
聞
い
た

が
、
正
確
な
内
容
は
把
握
し

て
い
な
い
。

　
　
本
市
は
合
併
以
後
の
14

年
間
で
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
数
が
全
体
で
２
割
、

立
田
地
区
、
八
開
地
区
に
限

れ
ば
３
割
も
減
少
し
て
い
る
。

25
年
後
に
は
今
の
半
数
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　
９
月
21
日
に
立
田
地
区
、

八
開
地
区
の
小
・
中
学
校
の

統
合
に
関
す
る
第
２
回
地
域

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
八

開
地
区
の
住
民
に
は
、
統
合

し
て
何
が
よ
く
な
る
の
か
、

不
安
感
が
募
り
、
デ
メ
リ
ッ

ト
ば
か
り
が
先
行
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

な
ぜ
、
立
田
地
区
と
八
開
地

区
を
合
わ
せ
て
１
校
に
統
合

す
る
案
と
な
っ
た
の
か
。

　
　
立
田
地
区
、
八
開
地
区

の
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
適
正

規
模
と
は
な
ら
な
い
。
学
校

を
新
設
す
る
以
上
、
こ
の
先

50
年
間
の
児
童
・
生
徒
数
を

見
据
え
て
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
規
模
の
適
正
化
に
最
も

即
し
た
案
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
校
舎
の
老
朽
化
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物

の
耐
用
年
数
は
約
50
年
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
立
田
地
区
、

八
開
地
区
の
小
・
中
学
校
の

校
舎
は
築
何
年
が
経
過
し
て

い
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
立
田
南
部
小
59
年
、
立

田
北
部
小
57
年
、
立
田
中
50

年
、
八
輪
小
41
年
、
開
治
小

40
年
、
八
開
中
44
年
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
立
田
南
部
小
学
校
と
北

部
小
学
校
は
こ
の
ま
ま
だ
と

築
60
年
を
超
え
る
が
、
校
舎

は
大
丈
夫
か
。

　
　
校
舎
自
体
の
老
朽
化
は

避
け
ら
れ
ず
、
壁
の
ひ
び
割

れ
や
雨
漏
り
が
多
く
、
ト
イ

レ
も
昔
の
ま
ま
で
、
一
部
床

の
配
管
が
詰
ま
っ
て
水
が
流

せ
な
い
な
ど
、
在
校
児
童
に

我
慢
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
校
舎
の
老
朽
化
対
策
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
当
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
当
た
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
特
に
立
田
地
区
の

小
学
校
の
校
舎
は
、
限
界
が

近
づ
い
て
い
る
。
立
田
以
外

の
学
校
も
築
50
年
を
超
え
る

学
校
が
目
立
っ
て
い
る
。
適

切
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
校
舎
の
老
朽
化

は
、
改
め
て
早
急
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

答 答

問

問

答

答

問答

問問問 答

問問 答答

答
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一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

領内川の２カ所の
重要水防箇所は

必要な川幅は計画以上確保されている
産業建設部長

竹村 仁司議員

　
　
海
部
建
設
管
内
で
本
市

に
関
す
る
領
内
川
の
２
カ
所

の
重
要
水
防
箇
所
は
。

　
　
町
方
町
地
内
の
名
鉄
尾

西
線
の
名
鉄
橋
と
草
平
町
地

内
の
草
平
橋
だ
。

　
　
重
要
水
防
箇
所
の
解
除

の
た
め
に
県
は
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か
。

　
　
必
要
な
川
幅
は
計
画
以

上
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

橋
梁
の
高
さ
が
低
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
領
内
川
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
佐
織
庁
舎
北
に
あ
る
稲

沢
市
内
の
巡
見
橋
上
流
右
岸

堤
に
お
い
て
堤
防
を
改
修
す

る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
め
ど
が
つ
き
次

第
、
草
平
橋
に
つ
い
て
改
築

に
向
け
た
調
査
等
を
進
め
る

予
定
。

　
　
国
土
交
通
省
中
部
地
方

整
備
局
木
曽
川
下
流
河
川
事

務
所
で
は
、
立
田
町
福
原
地

区
の
避
難
所
に
対
し
て
、
何

か
整
備
事
業
計
画
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
木
曽
川
水
系
河
川
整
備

計
画
で
は
福
原
地
区
内
の
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
付
近

に
、
防
災
拠
点
と
し
て
、
盛

土
に
よ
る
地
盤
の
造
成
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
を
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
市
に

お
い
て
も
、
そ
の
計
画
の
早

期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

▲草平橋から見た領内川（草平町地内）

▲領内川にかかる尾西線の名鉄橋（町方町地内）

▲テラス石森（福島県田村市）

問問 答答

問

答

委員会報告

建
設
福
祉
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

◆
防
災
機
能
と
子
育
て
支
援
の

　あ
る
道
の
駅

◆
防
災
機
能
と
子
育
て
支
援
の

　あ
る
道
の
駅

　
道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア

お
お
の
」
（
岐
阜
県
揖
斐
郡

大
野
町
）
の
特
徴
は
、
本
来

の
道
の
駅
の
機
能
で
あ
る
物

品
販
売
と
観
光
資
源
に
よ
る

情
報
発
信
に
加
え
て
、
子
育

て
支
援
施
設
「
子
育
て
ハ
ウ

ス
パ
ス
テ
ル
」
及
び
防
災
機

能
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
町
総
人
口
の

４．９
倍
も
の
利
用
者
が
あ
り
、

そ
の
内
の
町
外
利
用
者
が
約

９０
％
も
あ
り
ま
す
。
交
通
の

便
を
生
か
し
た
計
画
が
如
実

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
行
投
資
で
成
約
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
中
規
模
以
上

の
企
業
を
誘
致
し
、
製
造
業

を
主
体
と
し
て
雇
用
の
吸
収

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
「
駒

ケ
根
雇
用
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
地
元
資
源
の
有
効

◆
学
校
統
廃
合
と
廃
校
利
活
用

◆
学
校
統
廃
合
と
廃
校
利
活
用

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

　
福
島
県
田
村
市
に
「
廃
校

利
活
用
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
常
葉
地
区
の
小
学
校
3
校
、

中
学
校
1
校
の
立
地
条
件
を

活
か
し
た
併
設
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
例
に
説
明
を
う
け

ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
保
護
者
及
び
地

域
住
民
の
学
校
運
営
の
参
画

や
連
携
強
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。
廃
校
の
施
設
は
有
効
な

活
用
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
、

遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、

事
業
を
特
定
せ
ず
に
民
間
事

業
者
等
の
自
由
な
発
想
に
よ

る
提
案
を
募
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
廃
校
利
活
用
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
周
辺

住
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
、

雇
用
や
地
場
産
業
の
創
出
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
譲
成
な
ど
、

地
域
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事

業
を
条
件
と
し
ま
し
た
。

委員会
行政視察報告書

総務文教委員会　10月28日～29日
建設福祉委員会　11月13日～14日
広報特別委員会　10月 2日～ 3日

活
用
に
よ
り
、
成
功
を
収
め

て
い
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率

も
１．６
倍
を
超
え
地
域
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

◆
企
業
誘
致
で
雇
用
拡
大

　（
駒
ケ
根
市
）

▲長野県駒ヶ根市

愛西市議会だより2020/2 1819 愛西市議会だより 2020/2



一
般
質
問
〜
市
政
を
問
う
〜

領内川の２カ所の
重要水防箇所は

必要な川幅は計画以上確保されている
産業建設部長

竹村 仁司議員

　
　
海
部
建
設
管
内
で
本
市

に
関
す
る
領
内
川
の
２
カ
所

の
重
要
水
防
箇
所
は
。

　
　
町
方
町
地
内
の
名
鉄
尾

西
線
の
名
鉄
橋
と
草
平
町
地

内
の
草
平
橋
だ
。

　
　
重
要
水
防
箇
所
の
解
除

の
た
め
に
県
は
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か
。

　
　
必
要
な
川
幅
は
計
画
以

上
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

橋
梁
の
高
さ
が
低
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
領
内
川
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
佐
織
庁
舎
北
に
あ
る
稲

沢
市
内
の
巡
見
橋
上
流
右
岸

堤
に
お
い
て
堤
防
を
改
修
す

る
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
め
ど
が
つ
き
次

第
、
草
平
橋
に
つ
い
て
改
築

に
向
け
た
調
査
等
を
進
め
る

予
定
。

　
　
国
土
交
通
省
中
部
地
方

整
備
局
木
曽
川
下
流
河
川
事

務
所
で
は
、
立
田
町
福
原
地

区
の
避
難
所
に
対
し
て
、
何

か
整
備
事
業
計
画
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
木
曽
川
水
系
河
川
整
備

計
画
で
は
福
原
地
区
内
の
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
付
近

に
、
防
災
拠
点
と
し
て
、
盛

土
に
よ
る
地
盤
の
造
成
、
ヘ

リ
ポ
ー
ト
の
整
備
等
を
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
市
に

お
い
て
も
、
そ
の
計
画
の
早

期
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

▲草平橋から見た領内川（草平町地内）

▲領内川にかかる尾西線の名鉄橋（町方町地内）

▲テラス石森（福島県田村市）

問問 答答

問

答

委員会報告

建
設
福
祉
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

◆
防
災
機
能
と
子
育
て
支
援
の

　あ
る
道
の
駅

◆
防
災
機
能
と
子
育
て
支
援
の

　あ
る
道
の
駅

　
道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア

お
お
の
」
（
岐
阜
県
揖
斐
郡

大
野
町
）
の
特
徴
は
、
本
来

の
道
の
駅
の
機
能
で
あ
る
物

品
販
売
と
観
光
資
源
に
よ
る

情
報
発
信
に
加
え
て
、
子
育

て
支
援
施
設
「
子
育
て
ハ
ウ

ス
パ
ス
テ
ル
」
及
び
防
災
機

能
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
町
総
人
口
の

４．９
倍
も
の
利
用
者
が
あ
り
、

そ
の
内
の
町
外
利
用
者
が
約

９０
％
も
あ
り
ま
す
。
交
通
の

便
を
生
か
し
た
計
画
が
如
実

に
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
行
投
資
で
成
約
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
中
規
模
以
上

の
企
業
を
誘
致
し
、
製
造
業

を
主
体
と
し
て
雇
用
の
吸
収

力
を
高
め
て
い
ま
す
。
「
駒

ケ
根
雇
用
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
地
元
資
源
の
有
効

◆
学
校
統
廃
合
と
廃
校
利
活
用

◆
学
校
統
廃
合
と
廃
校
利
活
用

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

　
福
島
県
田
村
市
に
「
廃
校

利
活
用
の
現
状
と
今
後
の
課

題
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
常
葉
地
区
の
小
学
校
3
校
、

中
学
校
1
校
の
立
地
条
件
を

活
か
し
た
併
設
型
の
小
中
一

貫
教
育
を
例
に
説
明
を
う
け

ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
保
護
者
及
び
地

域
住
民
の
学
校
運
営
の
参
画

や
連
携
強
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
し

た
。
廃
校
の
施
設
は
有
効
な

活
用
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
、

遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
多
い
で
す
。
そ
こ
で
、

事
業
を
特
定
せ
ず
に
民
間
事

業
者
等
の
自
由
な
発
想
に
よ

る
提
案
を
募
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
廃
校
利
活
用
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
周
辺

住
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
、

雇
用
や
地
場
産
業
の
創
出
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
譲
成
な
ど
、

地
域
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
事

業
を
条
件
と
し
ま
し
た
。

委員会
行政視察報告書

総務文教委員会　10月28日～29日
建設福祉委員会　11月13日～14日
広報特別委員会　10月 2日～ 3日

活
用
に
よ
り
、
成
功
を
収
め

て
い
ま
す
。
有
効
求
人
倍
率

も
１．６
倍
を
超
え
地
域
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

◆
企
業
誘
致
で
雇
用
拡
大

　（
駒
ケ
根
市
）

▲長野県駒ヶ根市
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イキイキコーナー 　 第3回 愛西ジュニア

望みは
野球を広めてほしい
専用野球場が欲しい

応援してほしい
仲間が増えてほしい

コーチに褒められた
試合で、ホームランを

打てた
試合で、すべて塁に出た

友だちに誘われた
弟と一緒に入った

入部した
きっかけは、

楽しいことは

　
11
月
2
日
、
愛
西
市
文
化

祭
の
佐
屋
・
佐
織
会
場
で
、

「
議
会
だ
よ
り
」
の
誌
面
改

善
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
来
場
者
に
以
前
の
誌
面

と
ど
ち
ら
が
見
や
す
い
か
、

シ
ー
ル
投
票
を
し
て
も
ら
い
、

要
望
を
聞
き
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
投
票
は
、
両
会
場

合
わ
せ
て
2
0
5
人
で
し
た
。

投
票
者
か
ら
は
、
「
カ
ラ
ー

に
な
っ
て
見
や
す
く
な
っ

た
」
「
市
民
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
が
良
い
で
す
」
「
も

う
少
し
字
が
大
き
い
と
読
み

や
す
い
」
な
ど
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
指
定

管
理
者
へ
運
営
移
行
の
た
め

に
、
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
修

繕
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。
施
設
は
昭
和
49
年
に

建
て
ら
れ
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
、
内
外

装
や
幼
児
用
ト
イ
レ
・
廊
下

等
を
整
備
し
て
い
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
戸
田
市
は
、
「
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
採
用

し
、
そ
の
中
で
出
た
意
見
を

元
に
、
「
議
会
だ
よ
り
」
の

内
容
を
改
善
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
の
掲
載
の
仕
方
、

議
会
や
議
員
の
活
動
に
つ
い

て
疑
問
に
答
え
る
「
議
会
を

知
っ
t
o
c
o
〜
聞
き
た

い
・
知
り
た
い
・
議
会
の
し

ご
と
〜
」
を
連
載
し
、
議
会

と
市
民
の
距
離
を
縮
め
る
た

め
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
所
沢
市
で
は
、
「
議
会
だ

よ
り
」
を
活
用
し
、
議
会
報

告
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
議
案
質
疑

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
聴
広
報
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み

み
丸
」
を
活
用
し
、
議
会
の

公
聴
機
能
強
化
の
一
環
と
し

て
、
市
民
と
議
員
の
懇
談
会

「
み
み
丸
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
「
議
会
だ
よ

り
」
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、

S
N
S
を
利
用
し
、
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
を
す
る
う
え
で
、

公
聴
が
重
要
だ
」
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
、
学
び
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

チームの
目標は

県大会出場

チームのモットーは

常笑野球

全ての大会で優勝したい
野球を続けて甲子園に

出場したい

現在・将来の
目標は

愛西ジュニア活動

活動日は　　土、日
、祝

場所は　　　北河
田小学校他

部員数は　  １年生
 ２人

２年生 ８人(女子２
) ３年生 ７人

４年生 ３人 ５年生
 ９人(女子１)

６年生 ５人
練習時間は　８時３

０分から４時３０分

大会は、1日、1試合
から2試合

指導者は　多くの
父兄の協力で

行っている
指導者から一言
　礼儀や挨拶がし

っかりとでき、

笑顔あふれるチー
ムを目指していま

す。　

中学・高校・大学
などいつまでも

野球を大好きでい
てほしい。

お問い合わせ・
送付先

愛西市議会広報特別委員会（市議会事務局）
〈住所〉〒４９６-０８０５愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

小中高生などを対象としたサークル活動・
スポーツ団体などで、活動内容を撮影した
写真と活動内容に対するコメント。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

◆
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採
用

◆
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採
用

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

◆
文
化
祭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
「
議
会
だ
よ
り
」
誌
面
改
善

◆
文
化
祭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
「
議
会
だ
よ
り
」
誌
面
改
善

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

◆
永
和
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
視
察

◆
永
和
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
視
察

建
設
福
祉
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

▲埼玉県所沢市

◆
み
み
丸
カ
フ
ェ
開
催

▲使いやすくなったトイレ

▲永和保育園▲シール投票

▲佐織会場でのアンケート
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イキイキコーナー 　 第3回 愛西ジュニア

望みは
野球を広めてほしい
専用野球場が欲しい

応援してほしい
仲間が増えてほしい

コーチに褒められた
試合で、ホームランを

打てた
試合で、すべて塁に出た

友だちに誘われた
弟と一緒に入った

入部した
きっかけは、

楽しいことは

　
11
月
2
日
、
愛
西
市
文
化

祭
の
佐
屋
・
佐
織
会
場
で
、

「
議
会
だ
よ
り
」
の
誌
面
改

善
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
来
場
者
に
以
前
の
誌
面

と
ど
ち
ら
が
見
や
す
い
か
、

シ
ー
ル
投
票
を
し
て
も
ら
い
、

要
望
を
聞
き
ま
し
た
。

　
シ
ー
ル
投
票
は
、
両
会
場

合
わ
せ
て
2
0
5
人
で
し
た
。

投
票
者
か
ら
は
、
「
カ
ラ
ー

に
な
っ
て
見
や
す
く
な
っ

た
」
「
市
民
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
が
良
い
で
す
」
「
も

う
少
し
字
が
大
き
い
と
読
み

や
す
い
」
な
ど
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
４
月
よ
り
指
定

管
理
者
へ
運
営
移
行
の
た
め

に
、
現
在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
を
し
て
い
ま
す
。
事
前
修

繕
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
。
施
設
は
昭
和
49
年
に

建
て
ら
れ
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。
今
回
、
内
外

装
や
幼
児
用
ト
イ
レ
・
廊
下

等
を
整
備
し
て
い
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
戸
田
市
は
、
「
議

会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
採
用

し
、
そ
の
中
で
出
た
意
見
を

元
に
、
「
議
会
だ
よ
り
」
の

内
容
を
改
善
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
の
掲
載
の
仕
方
、

議
会
や
議
員
の
活
動
に
つ
い

て
疑
問
に
答
え
る
「
議
会
を

知
っ
t
o
c
o
〜
聞
き
た

い
・
知
り
た
い
・
議
会
の
し

ご
と
〜
」
を
連
載
し
、
議
会

と
市
民
の
距
離
を
縮
め
る
た

め
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
所
沢
市
で
は
、
「
議
会
だ

よ
り
」
を
活
用
し
、
議
会
報

告
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
議
案
質
疑

を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
聴
広
報
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み

み
丸
」
を
活
用
し
、
議
会
の

公
聴
機
能
強
化
の
一
環
と
し

て
、
市
民
と
議
員
の
懇
談
会

「
み
み
丸
カ
フ
ェ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
「
議
会
だ
よ

り
」
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、

S
N
S
を
利
用
し
、
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
広
報
を
す
る
う
え
で
、

公
聴
が
重
要
だ
」
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
、
学
び
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

チームの
目標は

県大会出場

チームのモットーは

常笑野球

全ての大会で優勝したい
野球を続けて甲子園に

出場したい

現在・将来の
目標は

愛西ジュニア活動

活動日は　　土、日
、祝

場所は　　　北河
田小学校他

部員数は　  １年生
 ２人

２年生 ８人(女子２
) ３年生 ７人

４年生 ３人 ５年生
 ９人(女子１)

６年生 ５人
練習時間は　８時３

０分から４時３０分

大会は、1日、1試合
から2試合

指導者は　多くの
父兄の協力で

行っている
指導者から一言
　礼儀や挨拶がし

っかりとでき、

笑顔あふれるチー
ムを目指していま

す。　

中学・高校・大学
などいつまでも

野球を大好きでい
てほしい。

お問い合わせ・
送付先

愛西市議会広報特別委員会（市議会事務局）
〈住所〉〒４９６-０８０５愛西市稲葉町米野３０８番地　〈電話〉０５６７‐５５‐７１４１
〈ファックス〉０５６７‐２６‐７１４１　〈メール〉gikai@city.aisai.lg.jp

小中高生などを対象としたサークル活動・
スポーツ団体などで、活動内容を撮影した
写真と活動内容に対するコメント。

開かれた議会を目指し、より市民に親しまれる「愛西市議会だより」にするため、写真掲載とコメントを募集します。

◆
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採
用

◆
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
採
用

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

◆
文
化
祭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
「
議
会
だ
よ
り
」
誌
面
改
善

◆
文
化
祭
で
ア
ン
ケ
ー
ト
「
議
会
だ
よ
り
」
誌
面
改
善

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

◆
永
和
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
視
察

◆
永
和
保
育
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
視
察

建
設
福
祉
委
員
会

建
設
福
祉
委
員
会

▲埼玉県所沢市

◆
み
み
丸
カ
フ
ェ
開
催

▲使いやすくなったトイレ

▲永和保育園▲シール投票

▲佐織会場でのアンケート
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一打一打に魂込めて！
～あいさいさん祭り～
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令和２年３月定例会の開催予定
クローバーＴＶ放映日時（チャンネル１２１）

3月10日（火）午前１０時～・午後７時～

3月11日（水）午前１０時～・午後７時～

　知的障害のある児童生徒が通う学校で、小
学部・中学部・高等部があります。各学年に応
じた教育を行っていますが、それに加えて障害
のある児童生徒の自立を促すために必要な教
育を受けることができるのが大きな特徴です。

Q　教育目標は。
Ａ　ひとりひとりの児童生徒の能力や特性に
応じ、健康な体とたくましい心を育て、明るく
豊かな心情を養い、円満な人格の形成を図る
と共に、生活に必要な知識、技能、態度、習慣
を養い、自立する能力を高めます。
Q　児童生徒は何人ですか。
Ａ　小学部80人、中学部56人、高等部124人
です。
Q　通学エリアは、どこですか。
Ａ　津島市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、
飛島村、愛西市です。愛西市からは、44人が
通学しています。
Q　卒業生の就職は。
Ａ　一般企業に2割ほど、障害福祉サービス事
業所へ8割ほどです。

Q　今後の課題と対応は。
Ａ　昭和54年開校ですので、校舎の老朽化が
激しく、維持管理に苦慮しています。また、在校
生が、それぞれ育ってきた地域とのつながりを、
どう継続できるようにするのかが課題の一つ
です。
　最近では、知的障害に加えて、発達障害の
児童生徒が増加傾向にありますので研修を行
い、日々専門性の向上に努めています。セン
ター的機能を発揮するべく地域の小・中学校
の教員等も対象に教育相談を行っています。

特集 子ども医療費助成拡大へ ………………………

……………………………………

………………………………

………………

……………………
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22取材しました！佐織特別支援学校
イキイキコーナー

一般質問 ～市政を問う～

No.59
2020.2.1

12
月
定
例
会

議論の中から新発見

◯本会議は午前９時３０分から開催します。
◯常任委員会は午前９時から開催します。
◯日程は変更になる場合もありますのでご了承ください。
◯詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

２月 ２７日（木） 本会議（招集日）議案上程

３月　４日（水） 本会議（第２日）一般質問

３月　５日（木） 本会議（第３日）一般質問

３月 １０日（火） 本会議（第４日）議案質疑

３月 １２日（木） 総務文教委員会

３月 １３日（金） 建設福祉委員会

３月 ２３日（月） 本会議（最終日）討論・表決

第３回 愛西ジュニア

第16回取材しました！
　

高校編②
愛知県立佐織特別支援学校
ひとりひとりの自立する能力を高める

　私
た
ち
、議
会
広
報
委

員
は「
議
会
だ
よ
り
」が

「
親
し
み
や
す
く
、わ
か
り

や
す
く
、読
み
や
す
く
」を

モ
ッ
ト
ー
に
毎
号
、改
善

や
工
夫
を
し
な
が
ら
、ひ

と
り
で
も
多
く
の
方
に
議

会
で
の
出
来
事
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

心
掛
け
て
編
集
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　今
号
で
は
、市
の
文
化

祭
開
催
日
に
広
報
委
員
で

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に「
議
会
だ
よ
り
」

が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
市
政
に
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
髙
松

　幸
雄

　記
）

近
藤 

　武

髙
松 

幸
雄

真
野 

和
久

佐
藤 

信
男

原 

裕
司

馬
渕 

紀
明

委
員
長

副
委
員
長

委

員

編
集
後

記
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